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研究要旨 
向精神薬は、副作用として、処方率が伸びるにつれて薬物依存、認知機能障害、転倒による骨折などの

重大な副作用を抱えるリスクが高まることが知られている。その為、向精神薬が引き起こす薬害に対す

る国民の関心は高い。向精神病薬の副作用リスクを高める最大の原因として、多剤併用や漫然とした長

期処方が挙げられる。その背景要因として、治療対象となる精神疾患の寛解・治癒後の薬物療法のあり方

についての情報や認識が不足していることが示唆されている。 

本研究では、治療対象となる精神疾患が寛解・治癒した後の、向精神薬の薬物療法の方針を出口戦略と

し、出口戦略策定のため、医療者と患者が共有意思決定を適切に行うための資材となる実践マニュアル

を展開する上での指針や課題について検討し、その有用性と実臨床における運用上の問題点の抽出改善

を行う予定である。 

現在、全国の精神科医へのガイドライン普及のための研究としては、EGUIDE プロジェクトが行われて

いる。EGUIDE プロジェクトにおけるガイドライン講習会受講後に、参加者のガイドラインの推奨内容の

理解度が顕著に向上していることが認められている。この様に、エビデンスに基づく情報の普及活動に

より診療の質向上が期待される。そこで、本研究においては、EGUIDE プロジェクトで得られた方法論を

応用し、実践マニュアルの資材作成およびその利活用に貢献する予定である。 

 
Ａ．研究目的 
向精神薬の副作用に対する国民の懸念は高まっ

ている。向精神薬の副作用リスクを高める最大の

原因が多剤併用や漫然とした長期処方であり、そ

の背景要因として精神科薬物療法の出口戦略に関

する情報や認識の不足が挙げられる。ここでの出

口戦略とは、治療標的となる精神疾患が寛解・治

癒した後に安全な長期維持療法を選択するのか、

減量中止を試みるのかを決定する、医療者と患者

の共有意志決定を指す。「向精神薬の処方実態の

解明と適正処方を実践するための薬物療法ガイド

ラインに関する研究」（2017～2018 年度厚生労

働科学研究費補助金・障害者政策総合研究事業）

でも精神疾患の寛解・治癒後の薬物療法のあり方

について情報が不足しているため、出口戦略が治

療者によって大きく異なること、そのような状況 

に問題意識を感じている医師が多いことが明らか

になっている。すなわち、医療現場で頻用される

6種の向精神薬である抗精神病薬、抗うつ薬、 

 

気分安定薬、睡眠薬、抗不安薬、ADHD 治療薬の

適正な使用と安全で安心な出口戦略に資する実践

マニュアルを作成することが求められていると言

える。 

現在、全国の精神科医を対象とした統合失調症

薬物治療ガイドラインとうつ病治療ガイドライン

を普及するための、EGUIDE プロジェクト（精神

科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果

に関する研究：Effectiveness of GUIdeline for 

Dissemination and Education in psychiatric 

treatment）が実行されている。EGUIDE プロジェ

クトにおいては、統合失調症薬物治療ガイドライ

ンおよびうつ病治療ガイドラインの講習を行い、

その講習によって受講者の理解度の向上、ガイド

ラインの実践度の向上、そして処方行動の向上を

検証することを目的としている。 

本研究では、EGUIDE プロジェクトにおける理

解度・実践度・処方行動の変化について検討する

ことにより、この方法論を応用して、6種の向精
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神薬について、医療者と患者の共有意思決定を適

切に行う為の実践マニュアルの資材の有用性と運

用上の問題点の抽出改善を行い、その利活用に寄

与することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 
EGUIDE プロジェクトとして実施された、ガイド

ライン講習会全体の運営および講習会を実施し

た。また、講習前後の理解度データ、講習前後のガ

イドラインに基づいた治療の実践度調査データ、

各医療機関における処方データの解析において見

出された知見を検討した。また、前年度の EGUID 講

習会において、講習会の前後で理解度の上昇が比

較的低かった QI に関連する講習会資料の改訂を

行い、情報の普及実践における課題を抽出し、そ

れらの改善により参加者の理解度の向上を図っ

た。 

 

（倫理面への配慮） 
 本研究では「人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針」の該当する研究倫理指針に従って、各

分担研究者の所属機関にて倫理審査を受け、その

承認を受けた上で研究を実施する。なお本研究は、

患者を特定できる個人情報を付帯されない既存資

料を中心に用いるが、その当該資料は各施設にて

厳重に管理、保管するものとする。 

 

Ｃ．研究結果 

EGUIDE では、講習会の質と効果を測定する目

的で、診療の質指標（QI ：Quality Indicator）

をアウトプット指標としている。EGUIDE プロジェ

クトの QIは、「理解度」、「実践度」、「処方行

動」から構成される。その結果、EGUIDE 講習会に

よる理解度の向上が認められた。今後更なるデー

タの解析により、実践度や処方データの QIの上昇

が期待される。 

また、講習会の前後で理解度の上昇が低かった

QI を抽出し、これらに関連する講習会資料の改訂

を行った。その結果、理解度の上昇しづらい項目

は、頻回に説明されているものの、より複雑な内

容が多く含まれていたり、対象となる重症度に限

らず、治療全般についての内容が混在しているな

ど、記載の明快さに欠ける部分が認められた。ま

た、講習会の質を測定するための QI の設定そのも

のについても、結果的に、ガイドライン内の記載

内容から、正誤の判断が不明瞭な部分が設問とし

て設定されてしまっている項目も認められた。よ

って、参加者のアウトプットを測定する以前に、

QIが講習の内容を十分に反映することが可能か否

かを検討しておく必要があると考えられた。以上

を踏まえた上で、今後の実践マニュアルの使用感

調査においては、使用者が理解しづらい内容を特

定すること、またそれらの内容の情報提供に当た

っては、情報を整理し論旨を明快にする事、誤っ

た情報の部分をことさら詳細に説明しすぎず、限

られた紙面の中で、重要な点に力点を絞って、繰

り返し強調することなどが有効であると考えられ

た。また、資料作成の過程において、明快さを心が

ける一方で、元のエビデンスが正確に引用されて

いるかどうかに留意し、両者のバランスをとるこ

とが、誤解を生じさせないために、重要かつ不可

欠であるという結論に至った。 

 

Ｄ．考察 

EGUIDE 研究において、情報の普及が受講者の理

解度の改善に結びつくことが示されており、実践

マニュアルは情報普及による医療の質改善が期待

される。実践マニュアルの資材作成においては、

使用感調査により、理解が困難あ点の抽出を行い、

抽出された問題点については、情報の混乱や誤解

をもたらさないよう論旨を明快にするなど、利活

用に役立てることが、結果的に診療の質の向上に

結び付くと考えられる。 

 

Ｅ．結論 
EGUIDE 研究の結果は、エビデンスに基づいた情

報の普及が診療の質を改善することを示唆してい

る。一方で、実臨床においては、単にエビデンスを

追究し、それを順守する事のみが求められてはい

ないことにも留意する必要がある。今後、実践マ

ニュアルの資材を作成し、利活用する為に、使用

感調査から得られた問題点の抽出を行い、個々人

の価値観の尊重や QOL を向上できるよう、実践マ

ニュアルをより有効なものにブラッシュアップす

る事が重要であろう。 
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